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＊＊「指導と評価の一体化」で授業改善⑬＊＊ 
～「特別活動」（小学校）編～ 

※「指導と評価の一体化」の視点から、「評価の手順」、「評価体制の確立」、「評価補助簿の例」について 

  整理します。 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「R」は「reform（改革）」の頭文字です 

№４０（令和３年３月） 
埼玉県教育局南部教育事務所 
https://www.pref.saitama.lg.jp

/soshiki/g2201/index.html 

特別活動の学習評価の基本的な考え 

 

評価体制の確立 

 

【※１ｐ.39 引用】 

【「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校 
  特別活動（以下※１）p.39 引用】 

〇特別活動の特質と学校の創意工夫を生かすということから、各学校が評価の観点を定めます。 

〇学級担任以外の教師が指導することも多いため、評価体制を確立し共通理解を図って児童のよさや可

能性を多面的・総合的に評価します。 

〇評価を通じて、教師が自己の指導の内容や方法、指導過程等を振り返り、より効果的な指導が行えるよ

うな工夫改善を図ります。 

〇特別活動の全体計画及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計画を基に多くの教師による評価を反映さ 
せるなど、学校としての評価体制を確立することが大切です。 

① 指導と評価の計画の作成 

② 評価のための基礎資料の収集 

評価の手順 

 

③ 評価の実施 

④ 評価体制の改善 

・特別活動の全体計画及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計画 
を作成する。 

・計画に基づいて、評価のための基礎資料を収集する。 

・収集した資料を各学校で定めた所定の手続きにしたがって多面的・ 
総合的に判断し、評価を行う。 

・評価結果を各学校における指導や評価体制の改善に生かす。 

【※１ｐ.39 引用】 

 

学級活動において 

児童会活動、クラブ活動、学校行事において 

主として学級担任が事前から事後の振り返りまでの児童の活動の様子か

ら、積極的によさや可能性を見取るようにする。 

学 級 担 任※評価に必要な資料を収集 

する方法を工夫するとと 

もに、それらが学級担任 

の手元に届き、活用され 

るようにする。 

※個々の児童の活動状況 

 について、学級担任と 

 担当する教師との間で 

 情報交換を密にする。 

学級担任以外の教師

※必要に応じて評価した結果を全教師で共有し、指導に生かすことができるようにする。 



  

                   

 

 

 

 

 

 

  知・技 思・判・表 主体的態度 メ  モ 総括 
  

 
名 
 
 
前 

話
合
い
の
進
め
方
、
ま

と
め
方
を
理
解
し
て
い

る
。 

意
見
の
よ
さ
を
生
か
し

た
り
、
創
意
工
夫
し
た

り
し
て
、
発
言
し
た
り

し
て
い
る
。 

決
定
し
た
こ
と
や
自
分

の
役
割
を
友
達
と
協
働

し
、
意
欲
的
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
。 

  

１ Ａ 〇 〇 〇〇 
7/16集会の準備を休み時間に一生懸命行い、全員分
のメダルを作っていた。 

〇 

２ Ｂ 〇 〇 〇 
9/17学級会では、みんなが納得するアイデアを改善
策として発表していた。 

〇 

３ Ｃ 
 
 

    

       
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
  知・技 思・判・表 主体的態度 メ  モ 総括 

１ Ａ   〇 4/11 ４年生の生活を見通した目標を設定していた。  

２ Ｂ 
 
 〇〇 〇 

5/13具体的な目当てを設定し、進んで挨拶をしていた。 
9/11ゲームをする時間について具体的な行動目標を設定
していた。 

〇 

       
 
 
 
 
 

 

 引用・参考  
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校特別活動   

                          国立教育政策研究所 
 
 
 
 
 

「学びのＲ」 
はこちらから 
も御覧いただ 
けます！ 

学級活動（１）における評価補助簿の例 【※１ｐ.50 引用】 

どのような姿を見取
るのかを補助簿に具
体的に示しておくこ
とも考えられる。 

〇どの議題にも共通する項目を定めて評価し、機会を捉えて、顕著な事項を見取って記録した結果が、学期や 

年間を通して一覧で見られるようにした評価補助簿の例です。 

学級会ノートの記述から提案理由
を理解しているかや、計画委員会
の活動から話合いの進め方を理解
し身に付けているか等を見取る。 

話合いの様子から、出された意
見のよさを生かしたり、改善策
を考えたり、組み合わせたりし
て考えているか等を見取る。 

実践の様子から、自分のよさを
生かし役割に取り組んだり、友
達と協働して取り組んだりし活
動しているか等を見取る。 

一連の学習過程を通して、児童の
様子の観察やノートの記述等を参
考にしながら、機会を捉えて評価
する。また、十分満足できる活動
の状況の場合、その都度、メモ欄
に日付や様子を記述する。 

 

〇やメモの記述がない児童について、児童のよさを積極的に見取るために、機会を捉え重点的に評価し
たり、課題を把握し個別の指導を図ったりし、評価を指導に生かすことが重要である。 

学級活動（２）（３）における評価補助簿の例 

〇教師の観察や学習カードの記入を参考に、機会を捉えながら評価し、それを記録した評価補助簿の例です。 

 学級活動(2)、(3)においては、「現在の生活上の課題」「現在及び将来を見通した生活や学習の課題」という違 

 いはりますが、基本的な学習過程が同じであることを踏まえ、同じ補助簿を用いることもできます。 

 

【※１ｐ.56 引用】 

学習カードの記述や実践の様子か 
ら生活や学習に必要な知識・技能
を身に付けているか等を見取る。 

話合いで出された考えを踏ま
え、自分の課題に合った具体的
なめあてを立てているか等を
見取る。 

実践の様子や実践後の様子か
ら、見通しをもって活動しよう
としているか粘り強く活動しよ
うとしているか等を見取る。 

【学級活動(2)(3)の総括について】 総括して〇を付ける際に
は、学校で統一した方法を予め設定しておくことが必要であ
る。例えば、上記の表のように知識・技能に〇が付いていなく
ても、思考・判断・表現、主体的態度において、複数〇が付い
ている場合、総括においても〇を付けることも考えられる。 

【メモによる評価の蓄積】〇を付けて評
価した児童の姿を記録しておくことも考
えられる。メモを蓄積することで、総合
所見及び指導上参考となる諸事項に書く
際に生かすことができる。 

 

 


